
 
 

２月号 
本通信は、最上総合支庁が発行する月間号「最上総合支庁だより」です。最上総合支庁 1階ロビーに常設しています。 

山形県庁ホームページ（最上総合支庁 http://www.pref.yamagata.jp/regional/mogami_bo）からもご覧いただけます。 

 

新庄まつりの山車（やたい）行事

が、1月 16日に国の文化審議会によ

って重要無形民俗文化財に指定する

よう文部科学大臣に答申されまし

た。 

祭りの起源や継続性、我が国の

山・鉾・屋台の祭りの変遷を知る上

でも重要であると評価されたもので

す。 

 3 月には正式に指定される見込み

で、国の指定を受ければ、合併後の

新市のシンボルにもなり、一層の観

光客の集客が期待されます。 

総務課 0233-29-1360 

 

 
 

朝日新聞社と森林文化協会が主催する、人々の暮ら

しによって育まれたすこやかで美しい里を選ぶ「にほん

の里 100選」が 1月 6日に発表されました。平成 20年 

1月から公募が始まり 4,474件の応募がありました。 

その中から「景観」「生物多様性」「人の営み」を基

準に現地調査し、山田洋次監督を委員長とする選定委員

会の審査を経て「曲川木の根坂」が見事選ばれました。 

今後、テレビ朝日系列では 1月 11日から毎週日曜日

午後 6時 56分～7時に「にほんの里 100選」を放送し、

4月には名古屋で選定記念のシンポジウムとイベント

を開催するなど広く紹介していく予定とのことです。 

産業経済企画課 0233-29-1307  

 市町村合併に向けた協議が本格化！ 
1月 13日に新庄市、真室川町及び戸沢村の 3市町村

による新庄最上地域合併協議会（法定協議会）が発足し

ました。 

この協議会では、これまでの任意協議会での協議結果

も踏まえ、新市の名称や事務所の位置、議員定数等の取

扱いのほか、行政サービスの水準をどうするのかなどに

ついて、より具体的な協議を行い、決定していきます。 

その内容は「協議会だより」等で住民の皆さんにお知

らせされます。      地域支援課 0233-29-1240 

 

「みやまの里木の根坂」 木の根坂集落全景 

http://www.pref.yamagata.jp/regional/mogami_bo


 企業の農業参入による地域雇用スタート！  

大蔵村升玉集落を対象に「農業への企業参入による地元雇

用の可能性」と「企業参入を契機とした地域の活性化」につ

いて、地元・村・最上総合支庁が連携し実証調査を行ってお

ります。 

この度、「ワサビ栽培」に取組んでいる地元建設企業の施

設で、同集落の 50～60歳代の女性 4名の方々による「ワサビ

の収穫作業」体験就労がスタートしました。「ハウス内作業な

ので楽」「集落の近くなので気楽に参加できる」など企業参入

による新たな地域雇用創出の可能性が見えはじめました。 

            農村計画課 0233-29-1339 

 環境にやさしい家は、家計にもやさしい!?  

1 月 21 日、最上建設クラブ会館において、住まいの温暖

化対策やまがた協議会による「省エネ住宅・省エネリフォー

ムセミナー」が開催され、設計関係者の方など 45 人が参加

しました。 

東北芸術工科大学 建築・環境デザイン学科 准教授 三浦

秀一氏の講演（「山形の家づくりと地球温暖化防止」）、もが

み地球温暖化対策協議会海藤剛会長の事例紹介（「省エネル

ギー住宅の建築体験」）などがあり、快適な住環境、燃料費

削減及び地球温暖化防止のために住宅の高断熱化が重要で

あることを再認識するセミナーとなりました。 

                環境課 0233-29-1285 

 協働型歩道除雪の拡大 ～除雪パートナーシップ事業～  

県が小型除雪機械の貸出しや、燃料費等の一定額を負担

し、地区の方々がボランティアで歩道等の除雪を行う「協働

型歩道除雪」を今年度も行なっています。地区のニーズに対

応したきめ細かな除雪と、通学時等の安全確保が図られてい

ます。 

これまで、真室川町大沢（安楽城）地区及び金山町下野明

地区で実施していますが、「朝早くから除雪をしているおか

げで、子供が歩きやすく大変助かっています」などの住民の

声が寄せられています。 

また、今年度からあらたに新庄市上山屋地区他３地区にお

いて、住民の方が所有する機械を使用し住民自ら歩道除雪を

行い、住民と行政との協働による歩道除雪が着実に増えてい

ます。              道路計画課 0233-29-1397 

 木質バイオマスエネルギーの活用へ  

最上地域「木質バイオマスエネルギー」利用研究会（会長：

長澤光芳氏 会員 22名）では、1月 13日に小国町森林組合木

質チップ工場及び(有)井上園芸において、木質バイオマスの

エネルギー利用について現地研修を行いました。 

研修では、エネルギー用木質チップ製造を行うための原木

調達手法や花き栽培ハウスで使用しているペレット温風暖房

機のランニングコストなどについて、予定時間を越えて熱心

な質疑が行われました。    森林整備課 0233-29-1352 



 
 
 今年で 3 回目の開催となります。紙風船は大き
なもので縦横各 2ｍ、高さ 4ｍと見ごたえがありま
す。大小合わせて 18～20体を揚げる予定です。 
 
■日時：平成 21年 2月 14日（土） 

18:00 打ち上げ 
※当日、天候不順の場合は 2/15に順延  

■会場：蔵岡公民館裏 特設会場 
■主催：蔵岡ふるさと塾 

（代表 矢口浩 0233-72-3758） 

県では、平成 21年度も引き続き森づくり活動を支援します。 

「平成 21年度県民みんなで支える森・みどり環境公募事業」の募集要項、応募書類

は県のホームページからダウンロードできます。募集期間は 2月 20日までです。 
山形県ホームページ → ピックアップやまがた → やまがた緑環境税 

 みんなで守ろう！ 農村の環境・ふるさとを！！ 

1月 10日、最上広域交流センターゆめりあにおいて、野中・

中川原地区イバラトミヨ保全協議会主催による農業・農村活動

報告会「イバラトミヨ塾 2009 inゆめりあ」が開催されました。 

新庄市内の小学生（北辰小・日新小・山屋小）による環境保

全活動や米作りなど農業体験の成果発表と、同協議会と北辰小

の児童が行った指首野川でのイバラトミヨ生息調査結果の報

告を行いました。 

農村計画課 0233-29-1340 

 広げよう！県民みんなで支える森づくり  
 

1 月 18 日、最上広域交流センターゆめりあ「花と緑の交

流広場」において、「森づくり活動発表大会 inもがみ」が開

催され、やまがた緑環境税を活用して様々な森づくり活動に

取り組んだ 8団体が、その成果と今後の計画について発表し

ました。「森づくりの夢を語ろう」をテーマに活発な意見交

換も行われ、森づくりに取り組む方たちの絆を深め、最上の

豊かな自然を後世に引き継ぐことを確認しました。 

森林整備課森づくり推進室 0233-29-1348 

 

 

 

 

 
 

管内のイベント紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新庄市の雪まつりに併せて、 

献血と骨髄バンクドナー登録会を行います。 
■日時：平成 21年 2月 15日(日) 9:30～15:30 
■場所：新庄市民文化会館 
※ 当日は全血(200ml、400ml)になります。冬場は  
献血者が減少し血液確保が難しくなります。一人で
も多くの皆様にご協力をお願いします。骨髄バンク
ドナー登録に興味のある方もぜひお越しください。 

保健企画課 0233-29-1257   

 
 
市内各団体によって作られた雪像が立並ぶ中、伝

統的な御祭燈や、特設ステージでの芸能など多彩な
催しが行われます。 
■日時：平成 21年 2月 14日（土）10:00～20:00 
            15日（日） 9:00～16:00 
■会場：新庄市最上公園一帯 
■内容：アイスキャンドル、バレンタインコンサー

ト、雪上花火、御祭燈、スノーボールバト
ル、キャラクターショー、雪上運動会、甘
酒、納豆汁など 

■問合せ先：新庄雪まつり実行委員会 
電話 0233-22-6855 



合言葉は「１に運動 ２に食事 
 しっかり禁煙 毎年健診!」 

＊ 運動や食事のワンポイント、最上地域の
運動施設情報などを掲載した〔最上地域
脱メタボ・ハンドブック〕を頒布してお
ります。総合支庁窓口または下記担当ま
でお問い合わせください。 

地域保健予防課 0233-29-1268 

 
 生活習慣病予防週間について 
 ２月１日から７日までは生活習慣病予防週
間です。最上地域では、がん・脳血管疾患・
心疾患の３大生活習慣病による死亡率が県平
均よりも高くなっています。生活習慣病は、
「食生活・運動・喫煙・飲酒・休養」などの
生活習慣を見直すことにより、発症や進行を
予防することができます。 
 

「新庄・もがみの山菜フェア」開催 

主たる消費地である首都圏において、生産関係者

と行政が一体となり、山菜の食べ方や作り手のこだ

わりを流通関係者や消費者に直接紹介する試食宣

伝活動を実施します。近くにお住まいの知人にご紹

介ください。 

■日時：平成 21年 2月 13日（金）13:00～17:00 

■実施量販店： 

①吉祥寺ステーションビルロンロン「フレッシュ 

オオワダ」 

②池袋「八百一」 

③新橋京急ストア「東京くだもの」 

④高島屋横浜店「サンフレッシュ」 

⑤渋谷東急東横店「ハヤシフルーツ」 

⑥小田急新宿店「九州屋」 

■試食内容：おひたし、浅漬け、サラダなど 

農業振興課 0233-29-1316 

冬＆早春の体験型バスツアー（新庄駅発着） 
※アンケートプレゼント付き！（巨木の里ストラップ
又はキーホルダー１個） 

◆週末体験観光バス「ぐるっと最上号」 
（★は雛めぐり） 

2/21(土) なつかしのスポット・木の根坂で雪体験！ 
かまくら作り＆スノーモービル＆雪中宝探し！ 

2/22(日) ★春を呼ぶ 雅（みやび）な雛点心（雛祭りメ 
ニュー）とスノー・フラワー・ツアー！ 

3/ 1(日) 早春の味！雪中ヒロッコ掘り体験とレシピいろ
いろ昼食会、あったか野口温泉 

3/14(土) ★豪華！新庄藩のお雛様と洋画家・近岡善次 
郎展、美味！早春のもちつき体験と大福作り 

3/28(土) ★肘折温泉で昔ながらの雛めぐりと温泉街散策 
3/29(日) ★新庄藩のお雛さま～義経ゆかりの瀬見温泉 

のお雛さま 
◆巨木観察バス「巨木の森号」 

2/28(土) 神秘！雪の幻想の森 

かんじきトレッキングと

あったか野口温泉 

「もがみ雛めぐり」が始まります 
月遅れで行われる最上地方の雛まつりに合わせ、管内

各地で雛を飾りつけ公開します。それぞれに伝わる江戸時
代から現代までの様々な雛人形を訪ね、春の息吹を感じて
みませんか。 
○期間：2月上旬～4月上旬 

（会場によって異なります） 
○会場：新庄ふるさと歴史センター、

金山町旧家、肘折温泉など 
 

◆「雛めぐりバスツアー」もご利用ください。 

 （2/22、3/14、3/28、3/29実施予定） 
※詳しくは、パンフレット・最上地域観光協議会ホーム
ページをご覧ください。 

商工観光振興室 0233-29-1311 

もがみの地域づくり活動報告会 
最上地域で地域づくり活動を実践している団体・

個人が一堂に集まって互いの活動について情報交換
を行います。地域づくり活動に興味のある方であれ
ば、どなたでも自由に参加できます。 

■日時：平成 21年 3月 13日(金)16:00～18:00 

■場所：最上広域交流センターゆめりあ・2階 

ホールアベージュ（入場無料） 

■内容：①今年度最上総合支庁の支援制度を活用 

した事業の活動報告 

②講演「地域づくりにおける実践者ネット

ワークの重要性について」志賀秀一氏 

（㈱東北地域環境研究室代表取締役） 

■参加方法等：①電話でお申し込みください。 

②無料託児サービス有り。3月 6日まで要予約。 
地域支援課 0233-29-1238 

◆ 住宅用太陽光発電システム設置に対する 

補助金制度が開始 

 1月 13日から上記制度が開始されました。 

詳細については、太陽光発電普及拡大センターのホーム 

ページをご覧ください。http://www.j-pec.or.jp 

環境課 0233-29-1285  

発行日：平成 21年 2月 2日 

発行元：山形県最上総合支庁 

総務課 総務係 
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最上エコポリスのシンボル

キャラクター（もがみる君） 

http://www.j-pec.or.jp

